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	児童虐待防止法について
	スライド番号 2
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	スライド番号 5
	　　　　児童虐待の防止等に関する法律及び児童福祉法の一部を改正する法律（抜粋）����　附　則��　（施行期日）�　第一条　この法律は、平成二十年四月一日から施行する。���　　（検討）�　第二条　政府は、この法律の施行後三年以内に、児童虐待の防止等を図り、児童の権利利　　�　　 益を擁護する観点から親権に係る制度の見直しについて検討を行い、その結果に基づい　�　　 て必要な措置を講ずるものとする。��　２　 政府は、児童虐待を受けた児童の社会的養護に関し、里親及び児童養護施設等の量的�　　拡充に係る方策、児童養護施設等における虐待の防止を含む児童養護施設等の運営の�　　質的向上に係る方策、児童養護施設等に入所した児童に対する教育及び自立の支援の更�　　なる充実に係る方策その他必要な事項について速やかに検討を行い、その結果に基づい�　　て必要な措置を講ずるものとする。�
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�第１　親権制度の見直しの必要性�　　　平成１９年の児童虐待の防止等に関する法律及び児童福祉法の一部を改正する法律附則により，同法律�　　施行（施行日平成２０年４月１日）後３年以内に，親権に係る制度の見直しについて検討を行い，その結果に�　　基づいて必要な措置を講ずるものとされている。�　　　（参考）�　　　　児童虐待の防止等に関する法律及び児童福祉法の一部を改正する法律附則�　　　　　 第２条　政府は，この法律の施行後３年以内に，児童虐待の防止等を図り，児童の権利利益を擁護する観点から親権に係る制度の見直し�                         について検討を行い，その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとする。�　　　　    ２　（省略）��第２　検討�　１　検討課題�　　　親権に係る制度のうち主に児童虐待防止に関連する事項を中心に見直しの検討を行った上で，法制審議�　　会開催の要否（民法改正の要否）を検討する。��　２　検討の進め方�　　　大村敦志東京大学教授を座長とし，学者，弁護士，法務省担当者，厚生労働省担当者，最高裁判所事務�　　総局担当者等で構成される「児童虐待防止のための親権制度研究会」を開催する。��　３　スケジュール�　　　平成２１年６月　　研究会を立ち上げて検討開始�　　　平成２２年１月　　研究会の成果の取りまとめ�　　　　　　　　　　　　　　法制審議会への諮問の要否検討�　　　　　　　　　
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��座長　大　村　敦　志　　　東京大学大学院教授�　　　　磯　谷　文　明　　　弁護士（東京弁護士会所属）�　　　　岡　部　喜代子　 　慶應義塾大学大学院教授�　　　　垣　内　秀　介　　　東京大学大学院准教授�　　　　窪　田　充　見　　　神戸大学大学院教授�　　　　久保野　恵美子　　東北大学大学院准教授�    　　田　中　智　子　　　東京家庭裁判所判事�　　    豊　岡　　　敬　　　 全国児童相談所長会事務局長（東京都児童相談センター次長）�　　　　西　　　希代子　　  上智大学大学院准教授�　　　　水　野　紀　子　　  東北大学大学院教授�　　　　山　田　攝　子　　  弁護士（第一東京弁護士会所属）��（関係省等）�　   最高裁判所事務総局�   　　 小　田　正　二       最高裁判所事務総局家庭局第一課長�　　　  進　藤　千　絵       最高裁判所事務総局家庭局付�　   厚生労働省�　　　　杉　上　春　彦　　  厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課虐待防止対策室室長�　　　　千　正　康　裕　　  厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課虐待防止対策室室長補佐�　　　　坂　井　隆　之      厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課児童福祉専門官�　   法務省�　　　　萩　本　　　 修 　   法務省民事局民事法制管理官�　　　　飛　澤　知　行      法務省民事局参事官�         羽　柴　愛　砂      法務省民事局付�　　　  佐　野　文　規      法務省民事局付�　　　　森　田　　　 亮      法務省民事局付

